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１．はじめに
　教育は何故必要なのか？　人は何の為に教育を受け，又，教育を行うのか？　今，これ
らの問いへの明確な答えを人々が失っているのではないだろうか。「知」が不確かな未来
への最も重要な力であるとするならば，価値観や意見が多様化した現代程「教育」を必要
としている時代はない。逆に，その多様さが教育の方向を混乱させているとも言えよう。
所謂「立身出世」が確実な未来であると信じられていた時代に，画一的である等の批判は
あったものの，ある意味で教育が「活発」であったという事実は，皮肉な現実である。
　今，教育の「場」は危機を迎えている。子供が安心して社会を学ぶことができるはずの
「場」に殺人犯やテロリストが侵入するという事件からは「安全」の危機を認識できる
し，教育の「レベル」と学ぶ「意欲」についての問題は指摘され続けて久しい。又，「道
徳」的教育の欠陥は若者の「倫理」に危機的状況を与えているし，学校と家庭や地域との
「役割分担」に関するしくみは極めて不安定である。
　以上のような背景と動機を基に，今，人々の教育への関心を確認し，参加を促し，教育
のしくみと教育の為の場の方向性を提示することが必要であると考え，教育学と建築学の
学際的研究組織である「生涯学習社会における学校の役割と学校建築の持続的再生に関す
る国際比較研究会」の活動を開始した。
　まず我々が把握しようとしているのは，現在，或いは歴史的に，どのような教育が，誰
によって，如何にして，どのような場で，どのような時間と期間行われているのか，又行
われてきたのかという事実である。図表１は，研究の視点を示したものである。縦軸は，
学校を中心とした教育活動の為の場所概念を示し，横軸は，教育の内容或は教育を行う主
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図表１　教育のしくみと場の関係の概念及び研究の視点
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体を示している。教育内容の範囲は，教科活動・教科外活動・課外活動から，家庭や地域
による教育である社会的活動を含んでいる。また，学校施設が，住宅や福祉などの他用途
にコンバージョンされ，地域の拠点として新しい機能の下で活用されている事実や活用さ
れる可能性についても把握したいと考えている。把握されたこの事実を基に，教育のしく
みと場がどのような効果と影響を与えているのか，又，教育の場がどのような役割と変化
の対応可能性をもつべきか，即ち，結果としての持続可能性を有し得るのかを考察しよう
としている。これらの関係の普遍性と独自性を認識する為に，異なる文化的・社会的背景
を有するオーストラリア，フランス，日本に関する国際比較研究を行っている。
　国際比較調査の対象とする国は，教育体
系において①教科重視か教科外活動か，そ
の体系を②確立した国か，影響を受け体系
を移入した国か，という視点から５カ国を
選定した。得られた研究成果は，教育のしくみと教育の為の場の持続可能な方向性を示唆
するものであると考えている。
　本報告は，2003年度に結成された「生涯学習社会における学校の役割と学校建築の持
続的再生に関する国際比較研究会」（研究代表者：村上心，共同研究者：山田真紀・川野
紀江）が実施してきた研究成果の一部を報告するものである。本論文では，①研究の背景
と視点，②オーストラリアの学校建築の成立過程，③オーストラリアにおける学校の新
設・再生整備方針と典型事例，④学校施設の維持管理ルール，について報告を行ってい
る。尚，研究会視点とオーストラリアの教育概要と調査を実施した３つの小学校の概要に
ついては『椙山女学園大学研究論集36号，自然科学篇』にⅡとして，調査を実施した３
小学校の教育活動の構造については『人間関係論集第３巻』に，教育活動と学校建築の相
互規定関係の分析に関しては『椙山女学園大学総合クリエイティブセンター紀要「創」６
巻』に掲載予定であるので，そちらも併せてご覧いただきたい。
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２．オーストラリア調査の方法
2.1　調査方法・調査内容
　オーストラリア（NSW州）における教育・学校建築に関する事象について紹介及び分
析を行うために，以下に示す調査を行った。
ａ）文献調査（平成15年度実施）
　　我が国における本研究と関連の深い学校建築に関する既往研究，及び，教科外活動に
関する既往研究について整理を行った。さらに，オーストラリアの学校教育の概要につ
いて，資料を収集・整理した。
ｂ）実地調査・インタビュー調査（平成15年度・平成16年度実施）
　　「学校の役割範囲」と「学校建築の構造」に関する概要を得る為に，教育制度，子ど
もの養育に関する学校と社会の役割分担と連携の様態，地域に点在する教育の場の把
握，学校建築の実態と課題点など，基礎的情報の収集・整理を行った。
ｃ）アンケート調査（平成15年度実施）
　　地域にある教育施設や教育セクターの種類を把握し，学校とどのように役割分担して
いるのかを把握する為に，保護者に対するアンケートを実施した。
2.2　調査の対象
2.2.1　実地調査・インタビュー調査の対象　b）
　Public Schoolについては，ニュータウン，郊外，都市のそれぞれの立地において計３校
選定し，調査対象とした。また，Community School １校についても調査を実施した。
　① Public School ：Carlton Public School（ニュータウン：大規模27クラス）平成15年９月
　② Public School ：Meadowbank Public School（郊外：小規模７クラス） 平成15年９月
　③ Public School ：Ultimo Public School（都心部：中規模９クラス） 平成16年８月
　④ Community School ：Sydney Japanese School 平成15年９月
2.2.2　アンケート調査の対象　c）
　実地調査・インタビュー調査対象校のうち Sydney Japanese Schoolの保護者に対しアン
ケート調査を行った。
2.2.3　官公庁設計局（Government Architects Office）インタビュー調査　b）
　NSW州における学校建築の新築，改修，増築に関する基準，規則についてインタビュー
調査を実施した。改修事例についてもインタビュー調査を実施し，あわせて図面収集を
行った。
３．オーストラリア・NSW州の学校建築の歴史
　本章では，オーストラリアの学校制度と建築の歴史について概観する。尚，本章は，主
としてGovernment Schools of New South Wales （NSW Department of Education, 1988）による。
　オーストラリア・NSW州に植民地が設置されたのは，1788年である。NSW州の公的
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教育の歴史は，1848年の Kempsey National School（小学校：Plain Elementary School）の設
立に始まる。その後近年まで，7,300の公立学校が設置され，約5,000が消えていった。
Kempsey National Schoolの開校当時，校舎が間に合わず，建物を間借りしていた。翌年ま
でに政府は，Kempseyを含め15の校舎を公費で建設し，学校を設立した。1851年までに，
37の学校を設置し，2,000人以上の生徒を教育する体制を築いている。
　1850年には，シドニーの Fort Streetに，教師達の規範となるべき模範校である National 
Schoolを開校した。
　1858年には，公的な土地や建物を必要としない，即ち，私的な不動産を用いた学校を
公立学校として認める法律を制定した。これは，宗教的背景を有する学校や私的学校に対
して，公立学校の傘下に入ることによる教育上・財政上のメリットと同時に，夕方以降や
休日には，儀式や地域活動を自由に行えることを意味していた。結果として，1866年ま
でに公立学校数は倍増した。
　1866年に the Public School Actが制定された。これは，政府が教育に対して出費するこ
とを正式に位置付け，公立学校施設の整備費用をほぼ制限なく認めるものであった。結果
として，政府の教育関連支出は，1867年の￡100,000から1879年の￡360,000へと急増し
た。堪り兼ねた政府は，1875年には，少なくとも３分の１の初期整備費用を地域が負担
するという制度に変更した。
　1880年代には，教育期間を延ばしたい子供達の為の公立学校が設立された。1881年に
始まる小学校と中学校（Secondary School）の課程を１つの学校で教育する the Superior 
Public Schoolや，1883年に設立される最初の High Schoolなどである。また，最初の公的
Aboriginal Schoolもこのころに設立されている。結果として，急速な学校数・生徒数の増
加となった。これに対して政府は，テントやポータブル教室や賃貸建物などを利用して対
応した。
　1911年には，ほぼ現在の教育システムに近い制度が制定された。その後，義務教育年
限が延長されたり，教育を受ける費用を無料にするなどの変更措置を経て現在に至ってい
る。
４．オーストラリア（NSW州）における学校建築計画の特色
4.1　学校に関する概要（本節は主として調査（ｂ）による）
　New South Wales州内の学校数は，Primary Schoolと Secondary Schoolをあわせて2,270
校存在しており，在籍生徒数は約750,000人である。都市は海岸沿いの東エリアから西エ
リアへと拡大しつつあるため，現在，学校建築に関する約50のプロジェクトが計画途上
にあり，年間竣工ペースは，Primary School ５校，Secondary School ２校となっている。
　学校の所有形態別にみると，Public Schoolが60–70％を占め，Catholic Schoolが20–
30％，Private Schoolが5–10％である。Public Schoolは英国を規範としているのに対し，
Catholic Schoolはアイルランド移民によって創設されたものが中心である。Private School
は富裕層を対象としている。約15年前から，政府が，Catholic Schoolと Private Schoolに
対しても補助金を出し始めた。
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図表２　新設校における在籍生徒数の経年変化例
生徒数
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4.2　学校規模の決定手法（本節は主として調査（ｂ）による）
　学校建築の施設決定の為の規模分類は数種に限定されており，Primary Schoolには基本
的に420人規模，もしくは600人規模の２種のタイプがある。600人を超えることが見込ま
れた場合は，通学距離を優先して，超過した人数分の生徒には他校への転校をすすめるこ
ととなっている。同様に，Secondary Schoolには800人規模もしくは1,000人規模の２種の
タイプがある。
　新設校の規模の決定は，教育建設省によって以下のような長期的予測の元に行われてい
る（図表２参照）。まち（ニュータウン）建設前の生徒数を a，まち（ニュータウン）完
成後の最大生徒数を b，生徒数安定後の数を cとすると，永続的に存在すると考えられて
いる本校舎（Permanent Buildings）の建設規模は t3以降に対応できる cとなる。本校舎の
想定寿命は50–100年で，建設は t1時には aの収容を満たすように進められ，t2の時点で c
の規模が完成する。t2から t3の期間は，ｂ－ｃ人分の臨時増のためプレファブ校舎が設置
されている。
4.3　建築計画上のルール
4.3.1　デザイン・コード（本節は主として調査（ｂ）による）
　公立小学校校舎の計画は，図表３に示すようなデザイン・コードを基準に行われる。デ
ザイン・コードの内容には，所要室，クラス数，各室面積，各室の関係などが含まれてお
り，すべての学校がこれらの基準を満たすように計画されている。図表３中の Coreの数
が前節で述べた cの状態の生徒数を基準にした学校固有の将来における想定規模である。
この固有規模に応じて教室などの室数が決定される。図表３中「Area」は各機能の基準面
積である。公立小学校は全てこの基準に従って設計されている。「Core」欄の表題数字
（28，21，……，１）は，学校規模によるタイプ分類である。（　）内数字は，実際のクラ
ス数を示している。「Home Base」数がクラス数を下回っている場合は，臨時的教室
（Temporary Home Base）を設置して「一時的な」生徒増に対応している（前節参照）。
　臨時的教室の多くは，1970年代から1983年にかけてプレファブ技術を用いて建設され
たものだが，耐久年数は60年と比較的長いため，現在も校舎が不足している小学校に移
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Unit /
Facility Unit Name / Facility Name Measure 
Area
Sq M 
Core - (Number of Home Bases)
28 (25-30) 21 (18-24) 14 (11-17) 7 (5-10) 3 (2-4) 1 (1)
PS502 SPECIAL PROGRAMS
PS502.01 Special Programs Room - Type 1 32 1 1
PS502.02 Special Programs Room - Type 2 32 1 1
PS502.03 Store 6 2 1 1
PS503 COMMUNAL HALL
PS503.01 Communal Space - Core 7 100 1
PS503.02 Communal Space - Core 14 190 1
PS503.03 Communal Space - Core 21 250 1
PS503.11 Chair Store - Core 7 7 1
PS503.12 Chair Store - Core 14 9 1
PS503.13 Chair Store - Core 21 11 1
PS503.21 PE Store - Core 7 8 1
PS503.22 PE Store -Core 14 13 1
PS503.23 PE Store -Core 21 17 1
PS503.31 Sports Store - Core 7 8 1
PS503.32 Sports Store - Core 14 13 1
PS503.33 Sports Store - Core 21 17 1
PS503.41 Performance Store - Core 7 7 1
PS503.42 Performance Store - Core 14 9 1
PS503.43 Performance Store - Core 21 11 1
PS503.51 Sound Cupboard 2 1
P9603.01a Toilets - Girls - WCs No 2 2
PS603.01b Toilets - Boys - WCs No 1 1
P9603.01c Toilets - Boys - Urinals LM 1.2 1.2
PS602.12 Access Shower/Toilet 6 1
PS504 COVERED OUTDOOR LEARNING AREA (COLA)
PS504.01 Covered Outdoor Learning Area - Core 1 15 1
Unit /
Facility Unit Name / Facility Name Measure 
Area
Sq M 
Core - (Number of Home Bases)
28 (25-30) 21 (18-24) 14 (11-17) 7 (5-10) 3 (2-4) 1 (1)
PS504.02 Covered Outdoor Learning Area - Core 3 45 1
PS504.03 Covered Outdoor Learning Area - Core 7 75 1
PS504.04 Covered Outdoor Learning Area - Core 14 150 1
PS504.05 Covered Outdoor Learning Area - Core 21 210 1
PS505 GAMES
PS505.01 Games Court 576 1 1 1
PS506 KILN
PS506.01 Kiln Room 6 1 1 1
PS600 LEARNING SUPPORT FACILITIES
PS601 ADMINISTRATION
PS601.01 Entry Vestibule - Core 3 6 1
PS601.02 Entry Vestibule - Core 7 9 1
PS601.03 Entry Vestibule - Core 14 13 1
PS601.04 Entry Vestibule - Core 21 16 1
PS601.11 Principal - Core 3/7 13 1 1
PS601.12 Principal - Core 14/21 17 1 1
PS601.13 Deputy Principal - Type 1 13 1 1 1
PS601.14 Deputy Principal - Type 2 26 1
PS601.15 Interview 13 1 1 1
PS601.16 Interview/Office - Type 3 17 1 1
PS601.21 Clerical/Duplicating - Core 3 18 1
PS601.22 Clerical/Duplicating - Core 7 23 1
PS601.23 Clerical/Duplicating - Core 14 50 1
PS601.24 Clerical/Duplicating - Core 21 58 1
PS601.41 Security Store 14 1 1 1 1 1
PS601.51 Sick Bay - Size 1 6 1 1
PS601.52 Sick Bay - Size 2 9 1 1 1
SCHOOLS
FACILITIES
STANDARDS
PRIMARY SCHOOL FACILITIES STANDARD
ACCOMMODATION SUMMARY
School Size - All Cores
PS301
01/11/2003
Unit /
Facility Unit Name / Facility Name Measure 
Area
Sq M 
Core - (Number of Home Bases)
28 (25-30) 21 (18-24) 14 (11-17) 7 (5-10) 3 (2-4) 1 (1)
PS400 LEARNING FACILITIES
PS401 HOME BASE UNIT
PS401.01 Home Base 60 14(*) 10(*) 5(*) 2(*) 1
PS401.11 Home Base Store 6 14(*) 10(*) 5(*) 2(*) 1
PS401.21 Withdrawal - Type 1 (for 1 HB) 9 * * 1(*) * 1
PS401.22 Withdrawal - Type 2 (for 2 HB) 12 7(*) 5(*) 2(*) 1(*)
PS401.41 Personal Effects Storage 3 14(*) 10(*) 5(*) 2(*) 1
PS401.31 Practical Activities Area - Size 1 (for 1 HB) 17 14(*) 10(*) 5(*) 2(*) 1
PS401.32 Practical Activities Area - Size 2 (for 2 HB) 34 * * * *
PS401.33 Practical Activities Area - Size 3 (for 3 HB) 42 * * * *
PS401.34 Practical Activities Area - Size 4 (for 4 HB) 50 * * * *
PS500 LEARNING RESOURCE FACILITIES
PS501 LIBRARY
PS501.01 Main Area - Core 3 70 1
PS501.02 Main Area - Core 7 90 1
PS501.03 Main Area - Core 14 163 1
PS501.04 Main Area - Core 21 230 1
PS501.11 Office/Workroom - Core 3 13 1
PS501.12 Office/Workroom - Core 7 20 1
PS501.13 Office/Workroom - Core 14 24 1
PS501.14 Office/Workroom - Core 21 27 1
PS501.21 Communications Room 8 1 1 1 1
PS501.31 KLA Resource Store - Core 3 5 1
PS501.32 KLA Resource Store - Core 7 10 1
PS501.33 KLA Resource Store - Core 14 15 1
PS501.34 KLA Resource Store - Core 21 20 1
PS602.11 Staff Toilet 5 1 1
図表３　デザイン・コード
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Unit /
Facility Unit Name / Facility Name Measure 
Area
Sq M 
Core - (Number of Home Bases)
28 (25-30) 21 (18-24) 14 (11-17) 7 (5-10) 3 (2-4) 1 (1)
PS601.71 Community Clinic (when requested) 23 * * * * *
PS602 STAFF
PS602.01 Staff Room - Core 1 13 1
PS602.02 Staff Room - Core 3 26 1
PS602.03 Staff Room - Core 7 33 1
PS602.04 Staff Room - Core 14 48 1
PS602.05 Staff Room - Core 21 65 1
PS602.11 Staff Toilet 5 3 3 3 1 1
PS602.12 Access Shower/Toilet 6 1 1 1 1 *
PS602.21 Staff Room Annexe - Core 7 13 1
PS602.22 Staff Room Annexe - Core 14 19 1
PS602.23 Staff Room Annexe - Core 21 28 1
PS603 STUDENT SERVICES
PS603.01 Toilets - Boys/Girls Area (sq.m)
PS603.01a Toilets - Girls - WCs No 17 12 7 4 2
PS603.01b Toilets - Boys - WCs No 6 4 3 2 1
PS603.01c Toilets - Boys - Urinals LM 5.4 3.6 1.8 1.2 0.6
PS603.03 Drinking Facilities No 17 12 7 4 4
PS603.04 Hand Washing Outlets (min each sex) No 9 7 4 3 1
PS603.05 Seating LM 157 105 52 22 7
PS603.06 Access Shower/Toilet - Type 2 (Draft) 12 1 1 1 1
PS603.08 Change - Type 2 (Draft) 8 1 1 1 1
PS603.09 Laundry - Type 2 (Draft) 8 1 1 1 1
PS604 CANTEEN
PS604.01 Canteen - Core 7 14 1
PS604.02 Canteen - Core 14 27 1
PS604.03 Canteen - Core 21 44 1
Unit /
Facility Unit Name / Facility Name Measure 
Area
Sq M 
Core - (Number of Home Bases)
28 (25-30) 21 (18-24) 14 (11-17) 7 (5-10) 3 (2-4) 1 (1)
PS604.11 Office/Store - Core 7 7 1
PS604.12 Office/Store - Core 14 9 1
PS604.13 Office/Store - Core 21 11 1
PS604.21 Servery Covered Area - Core 7 12 1
PS604.22 Servery Covered Area - Core 14 18 1
PS604.23 Servery Covered Area - Core 21 24 1
PS605 STORAGE
PS605.01 Garden Store 13 1 1 1
PS605.11 Bulk Store (General Assistant) 16 1 1 1
PS605.21 Cleaning Supplies Store 7 1 1 1 1 1
PS605.31 Cleaning Distributed Store 3 6 5 3
PS606 CATEGORY NOT USED
PS607 ASSEMBLY COURT
PS607.01 Assembly Area Area (sq.m) 630 420 210 90 30
PS607.11 Flagpole No 2 2 2 2 1
PS608 PEDESTRIAN CIRCULATION
PS608.01 Paved Areas Area (sq.m) 1130 920 710 390 130
PS608.02 Paved Access Area (sq.m) * * * * *
PS609 VEHICULAR CIRCULATION
PS609.01 Service Road - Heavy Duty maximum 600 1* 1* 1* 1* 1*
PS609.02 Service Road - Light Duty * * * * *
PS609.03 Service Road - Access maximum 400 1* 1* 1* 1* 1*
PS609.11 Bulk Waste Pad 9 1 1 1 1 1
PS609.21 Car Parking No 36 26 15 5 -
PS609.31 Bus Zone * * * * *
PS609.41 Bicycle Storage Area No of bicyc 36 24 12 - -
PS609.51 Crossovers * * * *
Unit /
Facility Unit Name / Facility Name Measure 
Area
Sq M 
Core - (Number of Home Bases)
28 (25-30) 21 (18-24) 14 (11-17) 7 (5-10) 3 (2-4) 1 (1)
PS610 OPEN SPACE
PS610.01 Free Play Area 10000 1 1 1 1 1
PS610.02 Passive Play/Open Areas * * * * *
PS611 SERVICES
PS611.01 Main Switchboard Cupboard 2 1 1 1 1 1
PS611.02 Distribution Board Cupboard (ea) 1 * * * * *
PS612 SITE
PS612.01 Fencing - Boundary * * * * * 
PS612.02 Fencing - Security * * * * * 
PS612.11 Waste Recycling 3 1 1 1 1 1
PS612.21 Signs * * * * *
PS612.31 Site Area (ha) 4 3 3 2 2
（出典：government architects office）
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設して活用されている。即ち，前述した「本校舎」との違いは，建物としての寿命にある
のではなく，移設が可能であるかどうかという点にある。基本モデュールは2.4mで，ユ
ニットとしては１モデュールのトイレから10モデュールの本部棟まで，各種の規模と用
途が用意されている。
4.3.2　デザイン・コードの適用事例（Ultimo Public School）
　Ultimo Public Schoolはシドニー市内の都心部に位置し，児童数は９クラス計243名の中
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図表４　Primary Schoolの各室の関係図の例（普通教室について）
（出典：Government office）
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図表５　Primary Schoolの各室の関係図の例（左：図書室　右：ホール）
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規模校である。生徒数は，Ultimo地区の再開発に伴い，最低であった80年代の70名から
徐々に増加している。学区には中華街を含み，中国系（45％）など非英語圏をバックグラ
ウンドとする児童が全体生徒数の74％を占めている。香港返還に伴う中国系児童数の急
激な増加に対応するため，2002年には大規模な改修工事も行われている。
　この小学校を例にとり，4.3.1節で述べたデザイン・コードの適用について，普通教室
（Home Base）を中心に対照する。図表４により，普通教室と最も近接すべきとされてい
る控室（Withdrawal）が，２教室共通に設けられている（図表６参照）。このタイプは図
表３中の Type２にあたり，室面積は12m2と規定されている。用具室（Home Base Store）
も各教室に隣接するよう配置されている。個人用のロッカー（Personal Effects Storage）は
教室内に設置され，実地活動（Practical Activity）で使用する特別教室や屋根付グラウン
ド，ホール，図書館などへは，廊下を介して移動し利用する計画となっている。図表５に
その他の機能間の関係を規定した例を示す。図表６に示すように，図書室，ホールについ
ても同様に規定に添った計画がなされている。
─　　─
図表６　Ultimo Public School平面図
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4.4　学校建築の維持管理のプロセス（本節は主として調査（ｂ）による）
　学校の新設，建替え，改修を行うためには，まず，開発の申請手続きを行う必要があ
る。計画を地方議会に提出し，その後，検討委員会で審議が行われる。検討委員会には，
都市計画家や，インフラストラクチュアを確認するためのエンジニアが含まれている。新
設の場合は，教員・保護者が存在していない為学校関係者へのヒアリングは行われない
が，建替えや改修の場合には，教育現場の当事者である学校関係者からの意見も取り入れ
た計画がなされる。
　計画実行が決定された後，入札によってエンジニアリング会社と建設会社が選ばれる。
新設の場合の予算は，土地費用を含めて約1,000AU＄／m2が基準とされている。
　維持管理の州内年間総予算は１億4,000万 AU＄で2,270校に対して実施されている。こ
のうち１億 AU＄は，不具合箇所の診断を含む基本的なメンテナンスに充てられている。
これらの工事は，６年間の契約で23社が実施し，工事後の10％の学校に対して過剰工事
や手抜き工事がないかを確認している。メンテナンスの内容は，最低限実施する必要があ
る標準工事に，工事会社が年に一度追加工事をリストアップして，州の教育建設省が承認
することになっている。予算の残りの4,000万 AU＄は，緊急に必要な工事や，大規模改
修に対して使用される。
　この他にも少額の予算枠があり，１校あたり50万 AU＄の建築費の工事を年間で計5,000
万 AU＄分実施している。この予算で行われる工事は，小規模な増築工事，冷房設備の更
新，配管や照明の交換，障害者のためのエレベータの設置等である。
　日常的な施設・設備の維持管理業務は，保守スタッフ（General Assistant）が担当する。
このスタッフは，比較的大規模の小学校では１名の常勤を置き，中・小規模の学校では，
週１～２回の非常勤の形態をとる。
５．おわりに
　本論文では，まず，①研究の背景と視点を示した後，②オーストラリアの学校建築の成
立過程について概観した。また，③オーストラリアにおける学校の新設・再生整備手法，
④学校施設の維持管理ルール，についての報告を行った。
　前述したように，「教育の内容としくみ」や「教育と空間の関係」に関する分析，更に
はフランスや日本との比較については，別稿に譲る。
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